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地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
取
り
組
ん
で
き
た
中
川
地
下
道

（
J
R
尼
崎
駅
南
北
地
下
道
）に
お
け
る
自
転
車
通
行
ル
ー

ル
の
周
知
徹
底
。
取
り
組
み
の
成
果
を
確
認
す
る
た
め

に
、
交
通
量
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
31
年
１
月
に

調
査
し
た
時
と
比
べ
、
自
転
車
を
降
り
て
通
行
す
る
人
が

5
8
3
人
か
ら
２
３
６
５
人
に
増
え
、
大
幅
に
改
善
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
み
ん

な
が
安
全
に
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
下
道
に
な
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各地区からの
お知らせ

　本市では、地域での学びや交流の機会を増やす中で、共に学んだことが活動や新
たな学びにつながっていく地域づくりを目指しています。
　このコーナーでは、市内６地区で行われている取り組みや活動の様子などを各地
域振興センターから紹介していきます。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム「
大
庄
で
ガ
ン
バ
ッ
テ
ル
！
」 

園
田

大
庄

小
田

大
庄
地
域
課
で
は
、
地
域
の
情
報
を
チ
ラ
シ
や
ポ
ス

タ
ー
以
外
で
も
気
軽
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、

平
成
30
年
度
か
ら
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム「
大
庄
で

ガ
ン
バ
ッ
テ
ル
（
下
記
Q
R
コ
ー
ド
参
照
）」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
カ
フ
ェ
を
経
営
し
な
が

ら
地
域
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

大
庄
地
域
で「
ガ
ン
バ
ッ
テ
ル
」人
を
中
心
に
、
団
体
や

地
域
活
動
の
紹
介
、
同
課
主
催
の
講
座
の
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に「
い
い
ね
」し
て
く
だ
さ
い
ね
。

「
＃
大
庄
で
頑
張
っ
て
る
」
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付
け

て
投
稿
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
歓
迎
！ 

一
緒
に
大
庄

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！　

各
小
学
校
区
で
、
地
域
と
学
校
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
子

ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支
援
す
る
た
め
に
活
動
す
る

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

園
田

地
区
で
は
8
校
そ
れ
ぞ
れ
の
推
進
員
が
、
登
下
校
の
見
守

り
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
消
毒
作
業
、
環
境
学
習
と
し
て
の
農

業
体
験
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
講
師
と
の
調
整
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
が
地
域
の
中
で
育
ち
、
心
豊
か
な
大
人
に
な
っ
て

欲
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
日
々
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
園
田
地
区
で
は
推
進
員
同
士
で
校
区
を
超
え

て
情
報
共
有
を
し
た
り
、
活
動
を
学
び
合
っ
た
り
す
る
こ

と
を
目
的
に
交
流
会
を
開
催
さ
れ
て
い
て
、
毎
回
、
地
域

課
職
員
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

交
流
会
で
話
題
に
挙
が
っ
た
内
容
は
、「
朝
の
見
守
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ど
う
募
っ
て
い
ま
す
か
」「
農
業
体
験
を
し

て
い
る
の
で
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
」「
お
す
す
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
は
ど
れ
？
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
裏
に
は
、

推
進
員
の
皆
さ
ん
の
優
し

い
思
い
や
工
夫
が
あ
り
、

私
た
ち
職
員
も
励
ま
さ
れ

ま
す
。

推
進
員
の
皆
さ
ん
に
よ

る
交
流
会
は
、
今
年
度

も
引
き
続
き
開
催
し
ま

す
！

中
川
地
下
道
の
交
通
量
調
査
を
実
施

園
田
地
区 

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の

皆
さ
ん
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

内 容 日 程 会 場 対象・申し込み方法など

Go－５ うめ！　ID1024282 ４月５日㈪・15日㈭
午前９時～午後４時45分

中央北生涯
学習プラザ

ラジオ体操や食品サンプル作りができるコミュニテ
ィサロンを。■¥材料費実費■申不要■問中央地域課

キャンペーン講座「自彊術（じきょ
うじゅつ）体操」　 ID1024281

４月13日㈫・27日㈫
午後６時～７時30分

中央北生涯
学習プラザ ■先５人■申電話か直接中央地域課

中央地域振興センターから

公民館の講座公民館の講座などなど地域振興センターの
　　　　　　講座など

中央　☎ 6482中央　☎ 6482 ーー 1760　1760　小田　☎ 6488 ー 5441小田　☎ 6488 ー 5441　　大庄　☎ 6419 ー 8221大庄　☎ 6419 ー 8221
立花　☎ 6427 ー 7770立花　☎ 6427 ー 7770　　武庫　☎ 6431 ー 7884武庫　☎ 6431 ー 7884　　園田　☎ 6491 ー 2361園田　☎ 6491 ー 2361

武庫地域振興センターから
内 容 日 程 会 場 対象・申し込み方法など

武庫地区のえがおの写真大募集！
ID1024238 ４月５日～26日 武庫西生涯

学習プラザ

■対武庫地区で撮影したなどの写真の画像データ（サ
イズは３MB以下、ＣＤ－Ｒで提出）を。未発表のも
の（１人１点）に限ります。ほかにも要件あり■申４月
26日までに直接武庫地域課

mukoキャンパス「みんなのホーム
ルーム」　ID1023302

４月15日㈭正午～午後1時30分
・７時～８時30分

武庫西生涯
学習プラザ

地域での活動についての相談や世代間交流などを。
■申不要■問武庫地域課

アマガサキ 春のmuko→プロまつり
ID1024237 ４月18日㈰午後１時～３時 武庫西生涯

学習プラザ

muko→プロジェクトで公募した武庫東・武庫西生
涯学習プラザの愛称のお披露目や同プラザ登録グル
ープのワークショップなどを。■先100人■申４月16
日までに電話で武庫地域課

武庫地区市民企画委員募集
ID1020216 毎月１回程度開催 武庫西生涯

学習プラザ
武庫地区で開催する講座などを企画する市民企画委
員を。■申電話か直接武庫地域課

☆指定管理者の自主事業

【申し込みについて】受け付け開始日の記載のない先着順の受け付け開始は４月５日からです。ファクス、はがき、往復はがきでの申し込みには、
住所、氏名（ふりがな）、電話番号を記入してください

内 容 日 程 会 場 対象・申し込み方法など
☆役立つ英会話&ポプソン英語の講
習会

４月18日㈰
午後2時30分～4時30分

小田南生涯
学習プラザ

■対中学生以上の人■先24人■¥ 500円■申４月４日から電
話で小田南生涯学習プラザ☎6488－2574■休水曜日

小田地域振興センターから

内 容 日 程 会 場 対象・申し込み方法など

「コロナに負けない体づくり」教室
ID1019258

①４月６日～７月13日火曜日計
12回②４月９日～６月25日毎週
金曜日午前11時～正午

①立花南生涯
学習プラザ②
地域総合セン
ター水堂

■対立花地区在住の40歳以上の人■先各10人■¥ 3,000
円■申４月４日から電話か直接立花体育館☎6423－
5550■休月曜日

立花日本語ボランティア養成講座
ID1017919

５月１日～６月12日土曜日午前
９時30分～11時30分計６回

立花北生涯
学習プラザ

■先20人■申４月13日～ 29日に電話でコールセンタ
ー（裏表紙参照）かファクス（年齢も書いて）で立花地
域課■FAX 6427－7773

立花地域振興センターから

有料広告欄
※こちらには有料広告を掲載しています

「
あ
ま
の
魅
力
発
信
ふ
ぉ
と
コ
ン
テ
ス
ト
」

小
田
地
区
の
写
真
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
！

六
星
会
が
、
29
歳
以
下
の
若
い
世
代
か
ら
尼
崎
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
、
尼
崎
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
写
真
を
募
集
す

る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
た
結
果
、
97
人
か
ら

２
７
０
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

見
事
、
記
念
す
べ
き
第
１
回
目

の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の
は
、

小
田
地
区
に
あ
る
杭
瀬
商
店
街
の

情
景
を
モ
デ
ル
の
女
性
と
共
に
切

り
取
っ
た
前
口
あ
か
ね
さ
ん
の
作

品
「
味
あ
る
町ま

ち

」
で
し
た
。

前
口
さ
ん
は
、「
古
い
店
舗
と
看

板
、
お
店
は
閉
ま
っ
て
い
て
誰
も
居
な
い
は
ず
な
の
に
、

人
の
生
活
を
感
じ
る
商
店
街
に
強
い
パ
ワ
ー
を
感
じ
、
町

の
物
語
を
伝
え
て
く
る
、
そ
ん
な
場
所
だ
と
思
い
ま
し
た
」

と
、
こ
の
場
所
を
撮
影
し
た
理
由
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
今
北
と
コ
ラ
ボ
！

3
月
13
日
、
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
今
北
と
コ
ラ
ボ
し
て

大
庄
市
民
大
学
出
張
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
今
北
と
今
北
地
域
太
鼓
集

団「
鼓こ

情じ
ょ
う

炎え
ん

」の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
身
近
な

人
権
問
題
の
お
話
と
、
こ
の
地
域
の
伝
統
文
化
で
あ
る
和

太
鼓
演
奏
を
通
し
て
、
人
権
に
つ
い
て
み
ん
な
で
学
び
ま

し
た
。
講
座
の
中
で
は
鼓
情
炎
の
方
か
ら
和
太
鼓
の
た
た

き
方
を
教
わ
る
場
面
も
あ
り
、参
加
者
か
ら
は
全
身
を
使
っ

て
和
太
鼓
を
た
た
く
こ
と
で
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
ま
り

外
に
も
出
ら
れ
ず
た
ま
っ
て
い
た
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に

な
っ
た
、
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
今
北
と
人
権
講
座
を
一
緒

に
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。


